
東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)
地域総合治水推進計画

平成28年2月18日

資料－2

東播磨・北播磨・丹波(加古川流域圏)地域総合治水推進協議会

上流域ワーキング

～～～～ 丹波地域の取組状況丹波地域の取組状況丹波地域の取組状況丹波地域の取組状況 ～～～～



・県民は、自治会等が主体となって、県民
一人一人が総合治水を理解してもらう
ための取り組みを推進する。

・県、市及び県民が相互に連携を図りな
がら、協働して総合治水を推進する。

降った雨を、早く安全に「ながす取組
（河川下水道対策）」だけでなく、「ためる
取組（流域対策）」、「そなえる取組（減災
対策）」を組み合わせて行うことで、水害
を少しでも軽減する取り組みが「総合治
水」である。

■ 総合治水について
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【基本目標】

「ながす取組」
（河川・下水道対策）

総合治水の基本理念に基づき、以下の基本目標を定める。

「ためる取組」
（流域対策）

「そなえる取組」
（減災対策）

県・市町及び県民は、河川、下水道や水路等への雨水の流出を抑制し、
溢水等による浸水の被害を軽減することを目標として、浸水被害が頻発
している地域を中心に、それぞれの地域に応じた流域対策を実施する。

■ 東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏）地域総合治水推進計画の基本目標
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国・県及び市町は、策定から概ね20～30年の計画期間の河川整備計
画及び下水道計画に基づき、本計画の計画期間で実施し得る整備を
着実に進めることを目標として、河道改修や洪水調節施設の整備や下
水道整備を行う。また、緊急的な対策や修繕工事の維持管理を適宜
実施します。

人的被害の回避・軽減を最優先とし、県民生活や社会経済活動への深
刻なダメージを回避・軽減することを目標として、避難対策や建物の耐水
機能の確保、被災した場合でも県民生活等が早期に再建する取り組み
を進める。

【計画期間】 平成26年度から概ね10年間



流域圏での総合治水対策（流域圏での総合治水対策（流域圏での総合治水対策（流域圏での総合治水対策（「ながす取組（河川下水道対策）」「ながす取組（河川下水道対策）」「ながす取組（河川下水道対策）」「ながす取組（河川下水道対策）」・・・・
「ためる取組（流域対策）」「ためる取組（流域対策）」「ためる取組（流域対策）」「ためる取組（流域対策）」・・・・「そなえる取組（減災対策）」「そなえる取組（減災対策）」「そなえる取組（減災対策）」「そなえる取組（減災対策）」 ））））

・・・・
・

効果確認や普及啓発の取り組みの検討
計画推進にあたっての問題・課題抽出 など

実
績
の
積
み
重
ね

実
績
の
積
み
重
ね

実
績
の
積
み
重
ね

５年後

・・・・
・

・・・・
・

１０年後

■ 今後の計画見直し等について
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護岸工事護岸工事

■ 河川対策の整備及び維持
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ながす
河川下水道対策

篠山川(中地区)篠山川(中地区)

工事中工事中

・護岸工事の実施
篠山川（中地区）護岸工事 L=111.0m

・護岸工事の実施
篠山川（中地区）護岸工事 L=111.0m



開発行為における調整池の義務付け開発行為における調整池の義務付け

調整池の設置調整池の設置調整池の設置調整池の設置

・1ha以上の開発行為（土地の形質を変更する行為）
によって、周辺地域に浸水被害を発生させる可能性
が高まると認められたときは、雨水を一時的に貯留
し、雨水の流出を抑制する「調整池」の設置及び適
正な管理を義務づける。

・既存及び1ha未満の開発に係る調整池についても、
必要な場合は所有者の同意を得た上で、総合治水条
例に基づく指定調整池として指定し、適正な管理を
義務づける。

・1ha以上の開発行為（土地の形質を変更する行為）
によって、周辺地域に浸水被害を発生させる可能性
が高まると認められたときは、雨水を一時的に貯留
し、雨水の流出を抑制する「調整池」の設置及び適
正な管理を義務づける。

・既存及び1ha未満の開発に係る調整池についても、
必要な場合は所有者の同意を得た上で、総合治水条
例に基づく指定調整池として指定し、適正な管理を
義務づける。

丹波市では「丹波市開発指導要綱」に基づき開発行
為者に対して、雨水貯留・浸透による流出抑制対策
を行うように指導している。今後においても、適切
な指導を行う。

平成27年度 調整池設置指導件数 6件
(平成27年10月末時点)

丹波市では「丹波市開発指導要綱」に基づき開発行
為者に対して、雨水貯留・浸透による流出抑制対策
を行うように指導している。今後においても、適切
な指導を行う。

平成27年度 調整池設置指導件数 6件
(平成27年10月末時点)

■ 調整池の設置及び保全
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ためる
流域対策



指定雨水貯留浸透施設の指定指定雨水貯留浸透施設の指定

・平成26年度にケーズデンキ氷上店の駐車場地下貯留槽を
『指定雨水貯留浸透施設』として指定

・平成26年度にケーズデンキ氷上店の駐車場地下貯留槽を
『指定雨水貯留浸透施設』として指定

■ 調整池の設置及び保全
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ためる
流域対策

降った雨が駐車場地下に設置
されている貯留槽に溜まる

貯留イメージ図

店舗入口に設置された
指定施設銘板
（兵庫県交付）



事前放流施設の運用事前放流施設の運用

金屋上池(丹波市山南町)金屋上池(丹波市山南町)

・金屋上池改修に伴い設置した事前放流施設（洪水吐改良型）の運用開始 [地元管理]・金屋上池改修に伴い設置した事前放流施設（洪水吐改良型）の運用開始 [地元管理]

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【ため池】
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ためる
流域対策

洪水吐

洪水吐(下流より）
切り欠き切り欠き切り欠き切り欠き

満水位満水位満水位満水位

事前放流期間中に切り事前放流期間中に切り事前放流期間中に切り事前放流期間中に切り
欠きの堰板を外し、洪欠きの堰板を外し、洪欠きの堰板を外し、洪欠きの堰板を外し、洪
水に備える水位水に備える水位水に備える水位水に備える水位



・土地改良区役員を対象に、水田貯留の先進地
（赤穂市周世）視察を実施

・土地改良区役員を対象に、水田貯留の先進地
（赤穂市周世）視察を実施

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【水田】
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ためる
流域対策

水田貯留水田貯留

・田んぼダムのチラシを配布・田んぼダムのチラシを配布

水田貯留の意識啓発水田貯留の意識啓発



・谷川美土里協議会(山南町谷川)が丹波地域で初となる「田んぼダム」の取組みを始めた・谷川美土里協議会(山南町谷川)が丹波地域で初となる「田んぼダム」の取組みを始めた

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【水田】
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ためる
流域対策

水田貯留水田貯留
田んぼダムの取り組み田んぼダムの取り組み

平成27年10月8日 神戸新聞

平成27年10月22日 丹波新聞



平成27年4月17日
読売新聞

・加古川流域の浸水被害を軽減するため、平成26年度に丹波地域で初となる
校庭貯留施設(丹波市立氷上中学校)が完成
施設整備により、降った大雨が一度に流れ出るのを抑制し、少しづつ流す

ことで下流への負担を軽減する。

・加古川流域の浸水被害を軽減するため、平成26年度に丹波地域で初となる
校庭貯留施設(丹波市立氷上中学校)が完成
施設整備により、降った大雨が一度に流れ出るのを抑制し、少しづつ流す

ことで下流への負担を軽減する。

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【学校】
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ためる
流域対策

校庭貯留校庭貯留

氷上中学校氷上中学校

校庭貯留イメージ



・氷上中学校に続き、柏原中学校での校庭貯留施設を設計中(平成28年度着手完了予定)・氷上中学校に続き、柏原中学校での校庭貯留施設を設計中(平成28年度着手完了予定)

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【学校】
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ためる
流域対策

校庭貯留校庭貯留

氷上中学校氷上中学校

整備前 整備後 放流孔



・兵庫県立氷上西高等学校での校庭貯留施設を設計協議中・兵庫県立氷上西高等学校での校庭貯留施設を設計協議中

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【学校】
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ためる
流域対策

校庭貯留校庭貯留

兵庫県立氷上西高等学校兵庫県立氷上西高等学校

グラウンド



県民への普及啓発を兼ね、丹波県民局柏
原総合庁舎の玄関に雨水貯留タンク(容量
約200L)を設置

県民への普及啓発を兼ね、丹波県民局柏
原総合庁舎の玄関に雨水貯留タンク(容量
約200L)を設置

■ 土地等の雨水貯留浸透機能の確保【各戸貯留】

13

ためる
流域対策

各戸貯留の推進各戸貯留の推進 雨水貯留タンクの設置雨水貯留タンクの設置

設置状況(H27.12.4撮影)

貯留状況(H27.12.11撮影)

篠山市役所本庁舎及び第２庁舎に雨水貯留タンクを
設置している

篠山市役所本庁舎及び第２庁舎に雨水貯留タンクを
設置している

降った雨を一時的にためることによ
り流出を防ぐとともに、溜めた水を
ガーデニングや洗車等に使用するこ
とで節水にもなる

第２庁舎

本庁舎



ため池の事前放流手法の啓発ため池の事前放流手法の啓発

ため池管理者への講習会ため池管理者への講習会

・ため池管理者を対象に「ため池管理基礎」及び「ため池事前放流」をテーマとした
『ため池管理者講習会』を開催（篠山市で86名、丹波市で59名参加）
・台風接近に備え、ため池事前放流を啓発

・ため池管理者を対象に「ため池管理基礎」及び「ため池事前放流」をテーマとした
『ため池管理者講習会』を開催（篠山市で86名、丹波市で59名参加）
・台風接近に備え、ため池事前放流を啓発

■ 貯水施設の雨水貯留容量の確保
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ためる
流域対策



氷上町賀茂

■ 森林の整備及び保全
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ためる
流域対策

参考
下層植生が豊かな人工林

林内に適度に光が射し込み、下草などの下層植生が繁茂しているた
め、水源かん養機能や土砂流出防止機能が高い。幹が太く、生育が
良くなり、風や雪にも折れにくい。下層植生が豊かで生物多様性が
維持される。

出典：農林水産省(林野庁)ホームページ(http://www.rinya.maff.go.jp/j/kanbatu/suisin/kanbatu.html)

間伐が適切に実施されている森林は・・・間伐が適切に実施されている森林は・・・間伐が適切に実施されている森林は・・・間伐が適切に実施されている森林は・・・

人工林の間伐（森林管理100%作戦）人工林の間伐（森林管理100%作戦）

・スギ、ヒノキ人工林について、県・市で連携し、間伐を推進。
加古川流域圏内で平成27年度に人工林の間伐等を550ha実施予定。

・スギ、ヒノキ人工林について、県・市で連携し、間伐を推進。
加古川流域圏内で平成27年度に人工林の間伐等を550ha実施予定。

550ha270ha280ha

計丹波市域篠山市域



表土侵食防止対策(柏原町大新屋)表土侵食防止対策(柏原町大新屋)
着手前

■ 森林の整備及び保全
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ためる
流域対策

完了

森林保全（災害に強い森づくり）森林保全（災害に強い森づくり）

・緊急防災林整備として、スギやヒノキの人工林が大半を占める危
険渓流域内の森林で表土侵食防止対策を推進。
加古川流域圏内で平成27年度に間伐材を利用した土留め工の設

置等を290ha実施予定。

・緊急防災林整備として、スギやヒノキの人工林が大半を占める危
険渓流域内の森林で表土侵食防止対策を推進。
加古川流域圏内で平成27年度に間伐材を利用した土留め工の設

置等を290ha実施予定。

・里山防災林整備として、集落裏山にある里山林において、危険木
の伐採等を含む森林整備を、加古川流域圏内（丹波市域）で平成
27年度に15ha実施予定

・里山防災林整備として、集落裏山にある里山林において、危険木
の伐採等を含む森林整備を、加古川流域圏内（丹波市域）で平成
27年度に15ha実施予定

・針葉樹林と広葉樹林の混交林整備として、広葉樹の植生等を、加
古川流域圏内（篠山市域）で平成27年度に60ha実施予定

・針葉樹林と広葉樹林の混交林整備として、広葉樹の植生等を、加
古川流域圏内（篠山市域）で平成27年度に60ha実施予定

290ha80ha210ha

計丹波市域篠山市域



治山事業による流木・土砂災害防止対策治山事業による流木・土砂災害防止対策

平成27年度完成予定の治山ダムは14箇所
山腹工は2箇所

平成27年度完成予定の治山ダムは14箇所
山腹工は2箇所

治山ダム治山ダム

■ 森林の整備及び保全
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ためる
流域対策

災害復旧災害復旧

災害復旧関連では、平成26年度に着手し、平成27年
度完成予定の治山ダムは11箇所、山腹工は1箇所

災害復旧関連では、平成26年度に着手し、平成27年
度完成予定の治山ダムは11箇所、山腹工は1箇所

青垣町田井縄

氷上町香良



各種防災情報の入手方法の啓発に関する取組各種防災情報の入手方法の啓発に関する取組

県民だよりひょうご丹波地域版（H27.6月号）
で水害に対する備えの特集を掲載

県民だよりひょうご丹波地域版（H27.6月号）
で水害に対する備えの特集を掲載

県民だよりひょうご丹波地域版（H28.1月号）
で防災・減災特集を掲載

県民だよりひょうご丹波地域版（H28.1月号）
で防災・減災特集を掲載

■ 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握
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そなえる
減災対策



・平成27年6月に自治会長等を対象として、パソコンを用いたCGハザードマップの
活用方法等を学習する『防災情報活用研修会』を実施
（篠山市・丹波市ともに3日間/各日2回実施、参加者合計347名）

・平成27年6月に自治会長等を対象として、パソコンを用いたCGハザードマップの
活用方法等を学習する『防災情報活用研修会』を実施
（篠山市・丹波市ともに3日間/各日2回実施、参加者合計347名）

■ 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握
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そなえる
減災対策

各種防災情報の入手方法の啓発に関する取組各種防災情報の入手方法の啓発に関する取組

研修会

CGハザードマップの画面表示例(篠山市役所付近)



自治会ごとのハザードマップの作成自治会ごとのハザードマップの作成

・H22～25年度にかけて自治会ごとのハザードマップを整
備。平成26年の豪雨災害を受け、随時、更新支援を行う
・平成28年度に市の防災マップの更新を予定

・H22～25年度にかけて自治会ごとのハザードマップを整
備。平成26年の豪雨災害を受け、随時、更新支援を行う
・平成28年度に市の防災マップの更新を予定

平成2７年度に計画地域内の4自治会において
防災マップづくりを実施

平成2７年度に計画地域内の4自治会において
防災マップづくりを実施

■ 浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握
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そなえる
減災対策

防災マップ(例)

防災マップ作成状況(例)



情報の配信情報の配信

・市役所窓口にチラシを設置するなど、防災メー
ルへの登録を推進している。
平成27年度新規登録 295件(H27.11時点/市全域)

・今田地区の防災行政無線のデジタル化を行った

・市役所窓口にチラシを設置するなど、防災メー
ルへの登録を推進している。
平成27年度新規登録 295件(H27.11時点/市全域)

・今田地区の防災行政無線のデジタル化を行った

■ 浸水による被害の発生に係る情報の伝達

21

そなえる
減災対策

自主防災組織が実施する避難訓練でチラシを配布
するなど、防災メールへの登録を推進している。
平成27年度新規登録 184件(H27.11時点/市全域)

自主防災組織が実施する避難訓練でチラシを配布
するなど、防災メールへの登録を推進している。
平成27年度新規登録 184件(H27.11時点/市全域)



情報の配信情報の配信

■ 浸水による被害の発生に係る情報の伝達

22

そなえる
減災対策

市公式LINEやFacebook等のSNSを活用した防災情報の配信を実施市公式LINEやFacebook等のSNSを活用した防災情報の配信を実施

災害等緊急時には災害に関する情報が配信される災害等緊急時には災害に関する情報が配信される災害等緊急時には災害に関する情報が配信される災害等緊急時には災害に関する情報が配信される

SNSを活用した災害情報の配信SNSを活用した災害情報の配信



防災の担い手となる人材育成に関する取り組み防災の担い手となる人材育成に関する取り組み

・平成2７年11月に丹波管内のひょうご防災リーダーを対象に、フォローアップ講座を開催・平成2７年11月に丹波管内のひょうご防災リーダーを対象に、フォローアップ講座を開催

■ 浸水による被害の軽減に関する学習

23

そなえる
減災対策

フォローアップ講座

平成27年11月17日 神戸新聞



協定締結に関する取り組み協定締結に関する取り組み

・マックスバリュ西日本株式会社(広島市)と災害協定を締結
災害時、避難所などに同社が食料や生活必需品を提供

・市内の社会福祉法人等と災害時要援護者の緊急受け入れに
関する協定を締結

・マックスバリュ西日本株式会社(広島市)と災害協定を締結
災害時、避難所などに同社が食料や生活必需品を提供

・市内の社会福祉法人等と災害時要援護者の緊急受け入れに
関する協定を締結

■ 浸水による被害の軽減のための体制の整備

24

そなえる
減災対策

平成27年8月29日 神戸新聞

・関西国際大学人間学部と連携協力に関する協定を締結
平成26年8月豪雨災害からの復興推進を前提として各分野

で相互に協力し、「活力のある地域づくり」と「大学の教育
研究機能の向上」に役立てる。

・関西国際大学人間学部と連携協力に関する協定を締結
平成26年8月豪雨災害からの復興推進を前提として各分野

で相互に協力し、「活力のある地域づくり」と「大学の教育
研究機能の向上」に役立てる。



円滑な避難体制の整備に関する取り組み円滑な避難体制の整備に関する取り組み

・平成26年の豪雨災害の経験と教訓を活かすため、実際の災害現場で自主防災組織等が行った活動
（避難誘導や避難所解説等）について講話を行い、水害や土砂災害時等における共助体制の大切さ、
備えておく知識と心構えについて市民周知を行った。

・平成26年の豪雨災害の経験と教訓を活かすため、実際の災害現場で自主防災組織等が行った活動
（避難誘導や避難所解説等）について講話を行い、水害や土砂災害時等における共助体制の大切さ、
備えておく知識と心構えについて市民周知を行った。

■ 浸水による被害の軽減のための体制の整備

25

そなえる
減災対策

平成26年8月豪雨災害を受けて平成26年8月豪雨災害を受けて



防災訓練に関する取り組み防災訓練に関する取り組み

「ひょうご安全の日」地域のつどい「ひょうご安全の日」地域のつどい

■ 訓練の実施

26

そなえる
減災対策

・平成28年1月18日に篠山市立城北畑小学校・たまみず幼稚園(篠山市黒岡)にて
「ひょうご安全の日」地域のつどいを実施

・平成28年1月18日に篠山市立城北畑小学校・たまみず幼稚園(篠山市黒岡)にて
「ひょうご安全の日」地域のつどいを実施

平成28年1月21日
丹波新聞



防災訓練に関する取り組み防災訓練に関する取り組み

防災訓練の実施（大山地区・今田地区）防災訓練の実施（大山地区・今田地区）

■ 訓練の実施

27

そなえる
減災対策

チラシ

・平成27年1月に市民・消防団による防災訓練で、土のうづくり訓練等を実施
・平成27年6月に集中豪雨を想定した篠山市土砂災害防災訓練を実施し、住民約800名が参加

・平成27年1月に市民・消防団による防災訓練で、土のうづくり訓練等を実施
・平成27年6月に集中豪雨を想定した篠山市土砂災害防災訓練を実施し、住民約800名が参加

・ヘリを使った救出救助訓練
・応急処置実践訓練
・防災資機材見学
・防災講話
・炊き出し配食 等

今田地区今田地区今田地区今田地区

大山地区大山地区大山地区大山地区



防災訓練に関する取り組み防災訓練に関する取り組み

・自主防災組織等が実施する防災訓練を計画地域内で39回実施・自主防災組織等が実施する防災訓練を計画地域内で39回実施

■ 訓練の実施

28

そなえる
減災対策



内水対策の排水施設の設置内水対策の排水施設の設置

・平成26年度に大型排水ポンプを購入し設置(糯ケ坪)
今後下水道(雨水)区域追加により排水施設の整備を平成
29年～30年で工事の実施予定

・平成26年度に大型排水ポンプを購入し設置(糯ケ坪)
今後下水道(雨水)区域追加により排水施設の整備を平成
29年～30年で工事の実施予定

■ 集落の浸水による被害の防止

29

そなえる
減災対策

・建設産業関連団体協議会との災害応急
対応に係る協定に基づき、浸水が予想さ
れる箇所に仮設ポンプを設置

・建設産業関連団体協議会との災害応急
対応に係る協定に基づき、浸水が予想さ
れる箇所に仮設ポンプを設置



水害に対する保険制度等の加入促進水害に対する保険制度等の加入促進

・管内市・自治会の協力を得てパンフレット等を全戸配布。
・丹波新聞への広告記事を掲載及び市広報誌への掲載依頼。
・フェニックス共済加入促進員による個別訪問。 など

・管内市・自治会の協力を得てパンフレット等を全戸配布。
・丹波新聞への広告記事を掲載及び市広報誌への掲載依頼。
・フェニックス共済加入促進員による個別訪問。 など

・自主防災組織等が実施する訓練等の際にフェニックス共済
加入推進員とともに共済内容の周知及びパンフレット等配布。

・市長の顔写真入り加入促進チラシ及びパンフレットを全戸
配布。

・市広報誌への記事掲載。 など

・自主防災組織等が実施する訓練等の際にフェニックス共済
加入推進員とともに共済内容の周知及びパンフレット等配布。

・市長の顔写真入り加入促進チラシ及びパンフレットを全戸
配布。

・市広報誌への記事掲載。 など

■ 浸水による被害からの早期の生活の再建

30

そなえる
減災対策

・自主防災組織等が実施する訓練等の際にフェニックス共済
加入推進員とともに共済内容の周知及びパンフレット等配布。

・自治会長を通じ、パンフレットを配布。
・市広報誌への記事掲載。 など

・自主防災組織等が実施する訓練等の際にフェニックス共済
加入推進員とともに共済内容の周知及びパンフレット等配布。

・自治会長を通じ、パンフレットを配布。
・市広報誌への記事掲載。 など



環境へ配慮した取り組み環境へ配慮した取り組み

・平成25年6月に策定した「ささやまの川・水路づくり指針」に
基づき、現況が3面張コンクリートの法定外水路を、モデル事業と
して平成27年度に整備を行う。

・平成25年6月に策定した「ささやまの川・水路づくり指針」に
基づき、現況が3面張コンクリートの法定外水路を、モデル事業と
して平成27年度に整備を行う。

■ 環境の保全と創造への配慮

31

標準断面図

整備イメージ図



環境学習の取り組み環境学習の取り組み

・丹波市青垣町の遠阪川で生物調査をした、遠阪小学校5年生9人が成果をまとめ、
環境省が大阪市で開く「ESDこども活動発表交流会」で披露した。

・丹波市青垣町の遠阪川で生物調査をした、遠阪小学校5年生9人が成果をまとめ、
環境省が大阪市で開く「ESDこども活動発表交流会」で披露した。

■ 環境の保全と創造への配慮

32

平成28年1月23日
神戸新聞

小学生による川の生物観察小学生による川の生物観察


